
着
果
が
安
定
し
、
秀
品
率
に
す
ぐ
れ
る
夏
秋
用「
桃
太
郎
」！

「
桃
太
郎
み
な
み
」

トマト

「桃太郎みなみ」栽培メモ
肥料の目安
（10ａ当たり）

チッソ成分量で６～８㎏／10ａ
※３段開花期を目安に追肥実施

定植基準

1,800～2,000株／10a
畝幅1.8ｍ
条数：２
株間40～45㎝

夏秋雨よけ栽培、３～４月まき、
定植５月～

（少し遅めを意識）

温度管理の
目安

●育苗期から過度な低温管理を避け、低
　温感応による低段果実の過肥大を防ぐ。
●定植時期の地温は15℃以上を確保する。

New

　
こ
れ
ま
で
食
味
の
よ
さ
を
前
面
に
打
ち
出

し
シ
リ
ー
ズ
化
を
図
っ
て
き
た「
桃
太
郎
」シ

リ
ー
ズ
も
、
暑
さ
に
よ
る
品
質
低
下
を
栽
培

技
術
で
克
服
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
桃

太
郎
系
品
種
を
作
り
続
け
る
産
地
や
生
産
者

な
ど
か
ら
は
、
暑
く
て
も
品
質
が
安
定
し
や

す
い「
桃
太
郎
」を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
の
声
を
い
ち
早
く
、
そ
し
て
強
く
届
け

て
こ
ら
れ
た
の
が
福
島
県
南
会
津
地
方
に
生

産
圃ほ

場
を
構
え
る
南
郷
ト
マ
ト
生
産
組
合

（
J
A
会
津
よ
つ
ば
）で
す
。
山
間
地
な
ら
で

は
の
気
候
や
風
土
を
生
か
し
、
食
味
の
よ
い

桃
太
郎
系
品
種
を
作
り
こ
な
す
こ
と
で
、
産

地
拡
大
と
市
場
か
ら
の
高
い
評
価
を
得
て
全

国
で
も
屈
指
の
夏
秋
ト
マ
ト
産
地
へ
と
発
展

し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
暑
さ
か
ら
来
る

「
裂
果
」「
空
洞
果
」発
生
の
増
加
に
よ
る
廃
棄

ロ
ス
の
多
さ
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。
そ
こ

で
当
地
で
特
性
を
繰
り
返
し
確
認
し
な
が
ら

育
成
し
た
の
が
、「
桃
太
郎
み
な
み（
T
T
M

１
７
０
）」で
す
。
品
種
名
の「
み
な
み
」は
南

郷
ト
マ
ト
の「
南
」に
由
来
し
ま
す
。

　
見
た
目
で
も
分
か
る
秀
品
率
の
高
さ
と
桃

太
郎
ら
し
い
食
味
の
よ
さ
と
の
両
立
、
そ
し

て
当
地
の
病
害
で
課
題
と
な
っ
て
い
た
「
す

す
か
び
病
」
の
耐
病
性
を
付
与
す
る
こ
と
を

目
標
に
育
成
し
ま
し
た
。
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

を
当
組
合
と
共
に
確
認
し
な
が
ら
、
毎
年
少

し
ず
つ
栽
培
面
積
を
増
や
し
、
２
０
２
４
年

度
に
は
南
郷
ト
マ
ト（
31
ha
）の
80
％
以
上
が

「
桃
太
郎
み
な
み
」と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
で
は
福
島
県
下
、
東
北
全
県
、
全
国
へ
と

栽
培
の
範
囲
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
元
々
は
夏
が
冷
涼
と
言
わ
れ
た
夏
秋
産
地

で
も
、
晴
れ
た
日
の
日
中
の
ハ
ウ
ス
内
が
40

℃
を
超
え
る
日
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
な

り
ま
し
た
。
暑
さ
が
原
因
で
発
生
す
る
「
着

果
不
良
」
や「
裂
果
」な
ど
の
障
害
が
年
々
増

え
、
安
定
し
た
収
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
現

状
に
対
応
す
る
た
め
、
品
種
の
ト
レ
ン
ド
も

「
食
味
」重
視
か
ら「
栽
培
性
重
視
」へ
と
変
わ

り
、
近
年
は「
着
果
安
定
」「
耐
裂
果
」と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
の
品
種
が
主
流
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

ポイント
裂果など障害果の発生が
少ない
果形が安定し、秀品率が
高い
高温期でも着果が安定

すすかび病耐病性

農
林
水
産
省
品
種
登
録
出
願
中（
品
種
名
：
Ｔ
Ｔ
Ｍ
１
７
０
）

夏
秋
雨
よ
け

↑高温期や生育後半まで着果が安定する。

タ
キ
イ
茨
城
研
究
農
場
　
横よ

こ

川か
わ

武た
け

弘ひ
ろ

耐病性 Tm-2a.TSWV.Ty-3a.B.F1.F2.J3.V1.Cf9.LS.N
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幼
苗
期
か
ら
低
温
条
件
に
遭
遇
し
た
株
は
低

段
の
果
実
が
過
肥
大
し
や
す
く
、
そ
の
後
の
草

勢
維
持
に
支
障
を
き
た
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

適
期
播
種
を
心
掛
け
て
、
生
育
初
期
で
は
地
温

の
確
保
と
被
覆
資
材
の
併
用
で
、
十
分
な
保
温

に
努
め
ま
す
。

　
初
期
草
勢
が
強
く
な
り
や
す
い
た
め
、
元
肥

は
控
え
め
に
す
る
か
、
あ
る
い
は
緩
効
性
の
肥

料
を
主
体
に
施
肥
し
ま
す
。
草
勢
が
強
く
な
っ

た
場
合
は
葉
面
散
布
や
下
葉
を
数
枚
切
る
な
ど

し
て
草
勢
を
落
ち
着
か
せ
ま
す
。
着
果
開
始
後

は
潅
水
・
追
肥
と
も
に
不
足
の
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
す
。

　
生
育
中
盤
以
降
の
草
勢
を
適
正
に
保
ち
、
果

実
の
肥
大
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
果
房
当
た
り

の
果
数
は
３
〜
４
果
を
目
安
と
し
ま
す
。

　
夏
秋
作
型
で
は
、
梅
雨
明
け
前
後
か
ら
の
着

果
安
定
と
果
実
肥
大
促
進
、
果
実
の
が
く
枯
れ

を
防
ぐ
た
め
、
積
極
的
な
潅
水
を
行
い
、
定
期

的
な
葉
面
散
布
を
継
続
し
ま
す
。
夜
間
の
気
温

が
高
い
日
や
夜
に
風
が
吹
く
日
な
ど
は
が
く
枯

れ
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
の
で
、
日
中
に
前
も
っ

て
リ
ン（
P
）・
カ
リ（
K
）系
の
葉
面
散
布
を
施

す
と
効
果
的
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
桃
太
郎
系
品
種
と
比
べ
る
と
、

盛
夏
期
の
着
果
能
力
は
向
上
し
て
い
ま
す
が
、

一
方
で
生
育
適
温
を
は
る
か
に
超
え
る
暑
さ
は
、

花
粉
の
質
や
量
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。
暑

い
日
が
続
く
と
き
は
、
ハ
チ
の
訪
花
状
況
や
着

果
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
ホ
ル
モ
ン
処
理
を

併
用
し
て
着
果
安
定
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

２
追
肥
重
点
型
の
肥
料
設
計

３
摘
果
を
確
実
に

４
盛
夏
期
は
積
極
的
な
潅
水
を
実
施

１
生
育
前
半
は
保
温
に
努
め
る

５
盛
夏
期
は
ホ
ル
モ
ン
処
理
も
検
討

品種特性

栽培ポイント

果形と花落ち部の比較すすかび病耐病性の比較

 大玉トマト特性比較

品　種　名 果　形 果重（g） 果  色
※1

店もち性 草勢 節間長

耐病性※2

トマト
モザイク
ウイルス

トマト
黄化
えそ病

トマト
黄化
葉巻病

青枯
病

萎凋病 根腐
萎凋
病

半身
萎凋
病

葉
かび
病

すす
かび
病

斑点
病

サツマイモ
ネコブ
センチュウ

レース
1

レース
2

桃太郎みなみ 腰高豊円 200 濃桃 4 強 短 Tm-2a ○ Ty3a △ ○ ○ ○ ○ Cf9 ○ ○ ○

桃太郎セレクト 豊円 210～220 濃桃 3 強 中短 Tm-2a ─ ─ △ ○ ○ ─ ○ Cf9 ─ ○ ○

桃太郎ギフト 豊円 210～220 濃桃 3 強 中短 Tm-2a ─ ─ △ ○ ○ ─ ○ Cf9 ─ ○ ○

※1  店もち性：劣１～５優
※2  耐病性：Tm-2a＝トマトモザイクウイルスTm-2a 型、Ty3a＝トマト黄化葉巻病Ty-3a型、Cf9＝葉かび病Cf9

↑「桃太郎みなみ」は花落ち部が小
さく果形がごつごつしていない。抵抗性反応の痕

　感染した痕は見られるが、症状の進行はない。

すすかび病耐病性を新規付与
　これまでの「桃太郎」系夏秋用品種が持つ耐病
性に加え、トマト黄

おう

化
か

葉
は

巻
まき

病（Ty-3a）、トマト
黄化えそ病（TSWV）、根腐萎

い

凋
ちょう

病（ J3）そして、
すすかび病耐病性を新たに付与しています。
　すすかび病は、葉かび病と同じく葉裏側に発
病することと、こげ茶色のビロード状の病斑を
呈することが特徴の病害ですが、葉かび病の抵
抗性反応と異なり、感染部位には薄い色抜けが
見られます。（下記写真参照）いずれにしても胞
子形成はみられないので、本耐病性により薬剤
散布の負担軽減につながることが期待されます。

裂果に強く、
　秀品率が高い
　果実がかたいことで
裂果や軟化玉、網

あみ

果
か

が
出にくいのが特長です。
また、黄

おう

変
へん

果
か

や空洞果、
変形果、尻腐れ果の発
生も少なく、総じて出
荷ロスを軽減できます。
空洞果については草勢
の強弱の影響を受けに
くいのが特長です。

短節間で誘引作業省力
　節間が短いので斜め誘引や吊り
下げ誘引の省力化を図れます。

着果がよく果形が安定
　花質がよく高温期でも着果が安
定します。果形はスムースな腰高
豊円型で200ｇ程度の大きさを中
心によくそろいます。花落ち部も
小さく、また果揃いもよいので選
果効率改善に期待をもてます。

●桃太郎みなみ
●
他
品
種（
左
列
）

●
桃
太
郎
み
な
み（
右
列
）

●他品種
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